
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  
ＪＡ京都中央 ２０２０年６月１６日 №５０１ 作成者 島 裕加里 

―ＴＡＣ information―  

発生条件 

・低温条件（２０℃前後）は発生に好適である。 

・湿度９０％以上で多発する。 

・多潅水は、発生を助長する。 

・伝染源の放置は、発生を著しく助長する。 

防除法 

・密植を避ける。 

・圃場に不要な花弁、果実、茎、葉は伝染源となるので処

分する。 

・マルチをして、土壌からの湿気を防ぐ。 

・予防に重点をおき薬剤散布をする。 

灰色かび病はトマトやナス、キュウリのなど

野菜や多数の花卉類、果樹類に発生します。 

 ダコニール１０００（M5）、ダイアメリット DF（M７、１９）、ファンタジスタ顆粒水和剤（１１）、カンタ

スドライフロアブル（７）、アフェットフロアブル（７）、スミブレンド水和剤（２、１０）、ポリオキシン AL水

溶剤（１９）、トップジンM水和剤（１）、ベンレート水和剤（１）、アミスター２０フロアブル（１１）、パレー

ド２０フロアブル（７）など 

 

主な農薬（ ）内は RACコード 

 

「農作物病害虫診断ガイドブック」より 

※葉の病斑。褐色の大型円形病斑が生じる。 

（写真：京都乙訓農業改良普及センター） 

ナスの被害 ※水滴のたまりやすい肩部に発生しやすい。 

※湿気で花落ちが悪く、そこから感染し、

かさぶた状になったもの。 

農薬の使用前には、ラベル等で登録内容をしっかり確認してから、ご使用下さい。 

トマトの被害 

ＲＡＣコードとは、世界的な農薬製造会社の国際団体が定めた農薬の分類コード

の事で、同じ作用性の農薬グループを一つにまとめて、それぞれの農薬にコード番

号を付けています。 

殺虫剤は「ＩＲＡＣ」、殺菌剤は「ＦＲＡＣ」、除草剤は「ＨＲＡＣ」といいます。 

農薬による耐性・抵抗性は、同一農薬、同一系統の薬剤の連用がその発生要因で

あると考えられています。ＲＡＣコードを参考にして、同じ系統の農薬の連用を避

けてください。 

※ＲＡＣコードは、農薬工業会のＨＰ等でも確認することができます。 

RAC コードは、製品ラベルや、チ

ラシなどに表示されています。 
※すべての農薬製品に RAC コードが掲載され

ているわけではありません。 

ボトルに記載されたＲＡＣコード 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 病気と殺菌剤 

１ 病気発生には必ず３つの要因が必要  

病気の発生には、①「病原（主因；病原菌そのもの）」、②「植物（素因；罹病性品種、窒素過多・日照不足

などで軟弱生育）」、③「環境（誘因；温度、湿度、風通し）」の３要因が重なり作用し合うことが必要。 

２ 診断のポイント（病気か生理障害か） 

  病気の場合は、一部から徐々に広がる場合が多い。圃場全体に均一に発生している場合は施肥関係、薬害、光

化学、気象要因などが考えられる。 

３ 初期防除が重要 

  普段からよく観察を行い、作物の変化・異常を見逃さない。早ければ早いほど被害も軽微で終わる。  

４ 予防的薬剤、治療的薬剤と言われるが 

  一般的に予防効果とは表面に付着している病原菌を殺菌すること（保護殺菌剤）。治療効果とは成分が作物体

内に浸透し、侵入初期の病原菌を殺菌すること（浸透性殺菌剤）。治療的薬剤は病気が広がってから散布すると

いう意味ではない。あくまで、初期防除に徹する。 

５ 一部を除き連続して同じ農薬を散布しない 

連用はせず、薬剤系統区分（作用機構分類コード ＦＲＡＣ）の異なる剤を選んで散布する。  

汎用性のある殺菌剤(登録内容を確認して使用する）

品名
ダコニール1000
フロアブル

トップジンＭ水
和剤（ベンレート
水和剤）

アミスター２０フ
ロアブル

カスミンボル
ドー、スターナ

Zボルドーなど

FRAC
コード

M5 1 11
カスミンボルドー（２４、

M1）、 スターナ(31) M1

成分
系統

有機塩素系 チオファネートメ
チル（ベンゾイミ
ダゾール系）、ベ
ノミル

アゾキシストロビ
ン（ストロビルリン
系）

銅＋抗生物質、
その他

銅剤

適用
病害
虫

べと病、疫病、
灰色かび病、
うどんこ病、炭疽
病、すすかび病、
葉かび病、つる
枯病、さび病、苗
立枯病、小菌核
腐敗病など。

灰色かび病、
葉かび病、菌核
病、うどんこ病、
炭疽病、つる枯
病、黒星病、すそ
枯病、ビッグベイ
ン病、小菌核腐
敗病など。

灰色かび病、
葉かび病、菌核
病、うどんこ病、
べと病、炭疽病、
つる枯病、さび
病、白さび病、黒
斑病、すそ枯病、
ビッグベイン病な
ど。

軟腐病、かいよう
病、斑点細菌病

斑点細菌病、
褐斑細菌病、
黒斑細菌病、
黒腐病、軟腐病
べと病

倍率
1000倍（500～

2000倍）
1000～3000倍
（500～6000倍）

1500～3000倍 1000倍 400～1000倍

農薬
の特
性

胞子の発芽阻止
と、菌糸の侵入
阻止効果が強
い。
浸透移行性はな
い。
耐性菌が発現し
にくい。

ホウレンソウには
登録がない。

浸透性がある。
耐性菌が出やす
いので連用は避
ける。

浸透性がある。
さび病等には卓
効を示す。
高温時の機能性
展着剤との混用
は薬害発生の恐
れがあるので注
意する。

細菌病専用防除
剤

浸透性はない。
銅イオンが植物
の表面を覆い、
病原菌の酵素作
用を阻害し、殺菌
効果を現す。
野菜類で登録あ
り。

汎用性のある殺菌剤


